











Nature of mind and Views of life and death about IE 






































 2 カルロ・ギンズブルグ 訳上村忠男『歴史を逆なでに読む』みすず書房 2011（1993）
 3 ナタリー・Z・デーヴィス 訳成瀬駒男『マルタンゲールの帰還 16 世紀フランスの偽亭主事件』平凡社 1987
 4 須田努「江戸時代 民衆の朝鮮・朝鮮人観」『思想』No1029 岩波書店 2010
  須田努「諦観の社会文化：「因果の語りからみた近世民衆の心性」『関東近世史論集 2』岩田書院 2012










あり，近世庶民史料とされている。本稿では，編 野村豊・由井喜太郎『河内屋可正旧記』清文堂出版 1955 を
参照した。






























 12 倉地克直『徳川社会のゆらぎ』小学館 2008
 13 深谷克己『江戸時代の身分願望：身上りと上下無し』吉川弘文館 2006
  「家」を残すため，または「家」の状態を少しでも良い状態で次世代に引き渡すことが求められた。結果，「家」
のための養子縁組や婚姻が行われ，家族ぐるみで身上りに協力していた，と説明している。




































 17 諏訪春雄『心中─その詩と真実─』毎日新聞社 1977
 18 鳥居フミ子『近松と女性たち』武蔵野書院 1999































 20 1703 年から関西を中心に心中が流行したとされる。また，1704 年には元禄期におきた 21 の心中事件をおさめ
た『心中大鑑』が刊行された。





































































































































































































































 27 小林恭二『心中への招待状─華麗なる恋愛死の世界─』文春新書 2005
 28 今回は『假名草子集成』に収録されている 1692 年に刊行された浅井了意の『犬張子』と 1661 年に刊行された
鈴木正し三の『因果物語』を分析対象とした。『犬張子』は怪奇説話を 45 編収録し，『因果物語』は仏教の因






































































































































中者を含め，罪を犯したものが晒された千日前 30，道頓堀と千日前をつなぐ寺 31 の存在。これら
─ 51 ─
の関係を視野に入れながら，メディアのなかに表象されていった死生観を考察していく必要があ
る。
 30 処し場，焼場，墓場が置かれた。千日前と竹本座を含む道頓堀五座は目と鼻の先で，角座の窓からは千日前の
晒首が見えたという逸話が残っている。
 31 千日前と道頓堀五座のちょうど間に法善寺や竹林寺が位置し，千日回向（千日回向は千日念仏とも言われ，死
者の成仏を願い，千日間念仏を唱えたもの）がなされ，多くの人が集まったと記録されている。（三善貞司『大
坂史蹟辞典』清文堂 1986）
